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2022年度施工体験発表会発表者募集のご案内

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申しあげます。日頃から本会事業活動には種々ご支援賜

り誠に有り難うございます。

  さて、恒例のトンネル工事に携わっている現場技術者による施工体験の発表希望者を下記のと

おり募集致します。わが国のトンネル施工技術発展のため、奮ってご応募くださるようご案内申

しあげます。

なお、発表者の意欲向上と発表会のレベルアップを図るため、平成 19 年度より表彰制度を導入

しております。また、平成 29 年度から 40 才未満の発表者を対象とした奨励賞も導入しているこ

とを申し添えます。                                敬具

記

１．募集課題：

①第 90 回施工体験発表会（山岳部門）

「新技術・創意工夫により課題を解決した山岳トンネル新設・改修工事

～生産性・安全性向上、働き方改革～」

昨今、山岳トンネル工事のキーワードとして、「切羽の災害防止対策」「生産性向上、省人

化、職場環境改善」「新設だけでなく、補修・補強工事やリニューアル工事の必要性」などが

挙げられています。今回は、幅広い分野から多くの発表を募ることといたします。

②第 91 回施工体験発表会（都市部門）

市街地におけるトンネル・地下構造物の新設および改造工事

― 環境配慮、施工改善、近接物対応事例 ―

市街地におけるトンネル工事（シールド、開削、リニューアル工事）は厳しい制約条件下

で様々な創意工夫がなされています。今回は都市をイメージする「市街地」におけるトンネ

ル工事として募集することといたします。

２．開催日 ：第 90回（山岳部門）：2022 年 10 月 20 日(木)

第 91 回（都市部門）：2022 年 10 月 21日(金)

              (両日ともに発表者の人数に応じて半日・終日のプログラムを想定しています。)

３．開催場所：機械振興会館 Ｂ２階ホール

       〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8 一般財団法人機械振興協会



４．発表方法：１人あたり２５分（発表２０分、質疑応答５分）、パワーポイントによる発表。

５．応募方法：論文概要を 1,200 字以内でワードに記載し、論文のタイトル、所属・役職、氏名

（ふりがな）、年齢（奨励賞の対象者確認のため）、住所、電話番号を記載のうえ、下記担当

者宛にメールで提出してください。

一般社団法人日本トンネル技術協会  担当：吉田

Mail：s-yoshida06@japan-tunnel.org Tel：03-3524-1755

６．今後のスケジュール概要

募集締切 ：６月１７日（金）まで

発表者通知：６月下旬～７月上旬（選考結果は採否に関わらずメールにてお知らせします。）

発表本論文提出期限：９月９日（金）まで

ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ提出期限 ：１０月上旬


